
点接触ゲルマニウム・ダイオードの発明（１９３９）

鉱石検波器は動作が不安定であるという問題があったが、ウインクラー
（ドイツ・鉱山学校の先生）がゲルマニウムとシリコンを使うと良い特性
の鉱石検波器ができることを発表。

１９３９年、ラッセルによりゲルマニウムを使ったダイオードが発明されて、
この問題が解決された。


